
※ 標高1488m（七五岳山頂）の植生

　

　

 

　

　
ま
た
、

北
海
道
森
林
管
理
局

の
取
り
組
み
報
告
と
し
て
、

シ

カ
問
題
が
北
海
道
で
は
深
刻
な

問
題
で
あ
る
こ
と
や
、

林
道
除

雪
に
よ
る
捕
獲
支
援
事
業
な
ど

の

事

例

の

照

会

が

あ

り

ま

し

た
。

　
そ
の
後
、

九
州
各
地
域
の
森

林
管
理
署
か
ら
の
シ
カ
捕
獲
等

の
取
り
組
み
事
例
の
報
告
が
あ

り
、

当
屋
久
島
森
林
管
理
署
か

ら
は
、

昨
年
度
よ
り
取
り
組
ん

で
い
る
シ
カ
捕
獲
の
状
況
を
報

告
す
る
と
と
も
に
、

昨
年
か
ら

捕
獲
を
行
っ

て
き
た
実
績
を
踏

ま
え
た
課
題
と
し
て
、

国
有
林

だ
け
で
な
く
地
元
猟
友
会
や
行

政
と
の
密
接
な
連
携
に
よ
る
取

組
や
捕
獲
時
の
安
全
対
策
と
体

制
整
備
、

今
後
検
討
が
必
要
な

事
項
と
し
て
、

誘
引
剤
等
の
開

発
や
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
等
に

つ
い
て
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

　
今
後
も
各
地
域
で
の
取
組
事

例
を
参
考
に
、

効
率
的
・
効
果

的
捕
獲
に
取
り
組
ん
で
行
き
ま

す
。

屋
久
島
世
界
遺
産
地
域

管

理

計

画

の

見

直

し

屋
久
島
世
界
遺
産
地
域
管
理
計

画
は
平
成
７
年
に
最
初
の
計
画

が
策
定
さ
れ
、

こ
れ
ま
で
同
計

画
に
基
づ
い
た
管
理
が
行
わ
れ

て
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
、

近
年
の
登
山
者
の

急
増
、

ヤ
ク
シ
カ
生
息
数
増
加

に
伴
う
生
態
系
や
自
然
景
観
等

へ
影
響
を
与
え
る
恐
れ
が
あ
る

こ
と
か
ら
、

現
状
に
あ
っ

た
計

画
と
す
る
た
め
、

新
た
に
見
直

し

さ

れ

る

こ

と

と

な

り

ま

し

た
。

今
回
の
計
画
で
は
、

新
た

屋久島の植物

な
知
見
等
を
反
映
し
、

世
界
遺

産
地
域
科
学
委
員
会
の
助
言
も

得

つ

つ

、

計

画

の

見

直

し

（

案
）

が
と
り
ま
と
め
ら
れ
ま

し
た
。

こ
の
管
理
計
画
（

案
）

は
、

順
応
的
管
理
を
進
め
、

関

係
す
る
林
野
庁
、

環
境
省
、

鹿

児
島
県
、

文
化
庁
及
び
屋
久
島

町
当
関
係
機
関
が
連
携
し
て
遺

産
地
域
を
よ
り
適
切
且
つ
円
滑

に
管
理
す
る
た
め
の
方
策
を
明

ら
か
に
し
て
い
ま
す
。

現
在
、

一
月
二
七
日
か
ら
二
月
二
六
日

ま
で
の
一
ヶ

月
間
、

広
く
国
民

の
皆
様
の
ご
意
見
を
公
募
す
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

ダンドク
（カンナ科）

　
低
地
の
荒
れ
地
や
林
縁
に
生

え
る
多
年
草
で
高
さ
一
～

二
㍍

に
な
る
。

花
序
は
頂
生
し
五
㌢

ほ
ど
の
赤
い
花
を
付
け
る
。

関

東
南
部
～

沖
縄
に
分
布
。

　
熱
帯
ア
メ
リ
カ
原
産
で
江
戸

時
代
に
渡
来
。

園
芸
種
の
カ
ン

ナ
は
本
種
か
ら
作
ら
れ
た
。

　
花
期
は
ほ
ぼ
一
年
中
。
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　七五岳山頂部は、切り立った円錐形花崗岩の

岩稜となっているが、その岩稜の岩棚に生育し

ている出現植生リストを①に示す。また、七五

岳山頂（岩稜のピーク）部分に生育している出

現植生リストを②に示す。

［①山頂下（岩棚等）の出現リスト］ｱｶﾏﾂ･ﾋﾉ

ｷ･ﾔﾏﾎﾞｳｼ･ﾂｸｼｼｮｳｼﾞｮｳﾊﾞｶﾏ･ﾁｬﾎﾞｾﾞｷｼｮｳ･ｹｲﾋﾞﾗﾝ･

ﾋﾒｼﾗｲﾄｿｳ･(ﾓﾐｼﾞ)ｷｯｺｳﾊｸﾞﾏ･ｵｵﾔｸｼﾏｼｬｸﾅｹﾞ

［②山頂における出現リスト］ﾊｲﾋｶｹﾞﾂﾂｼﾞ･ﾂｸ

ﾊﾞﾈｳﾂｷﾞ･ｲﾄｽｽｷ･ﾋﾛﾊﾉｲﾄｽｽｷ･ｾﾝﾌﾞﾘ･ﾔｸｼﾏｼｬｸﾅｹﾞ･ﾂ

ｶﾞ･ｿﾖｺﾞ･ｻｸﾗﾂﾂｼﾞ･ｽｷﾞ･ｻﾂｷ･ｱｸｼﾊﾞﾓﾄﾞｷ･ﾐﾔﾏﾋﾞｬｸｼ

ﾝ･ﾉｷﾞﾗﾝ･ｼｼｶﾞｼﾗ･ｺｹﾘﾝﾄﾞｳ･ﾁｬﾎﾞｼﾗｲﾄｿｳ･ｾﾝﾌﾞﾘ･ﾔｸ

ｼﾏﾐﾂﾊﾞﾂﾂｼﾞ･ﾔｸｼﾏｶｶﾗ･ﾔｸｼﾏﾔﾏﾗｯｷｮｳ

九

州

森

林

管

理

局

第

二

回

シ

カ

捕

獲

業

務

検

討

会

（

Ｃ

Ｏ

Ｐ

２

）

　
一
月
二
十
六
日
・
二
十
七
日

に
わ
た
り
、

第
二
回
シ
カ
捕
獲

業
務
検
討
会
（

Ｃ
Ｏ
Ｐ
２
）

が

熊
本
市
フ
ー

ド
パ
ル
に
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
検
討
会
は

九
州
森
林
管
理
局
職
員
が
取
り

組
ん
で
い
る
シ
カ
捕
獲
業
務
に

つ
い
て
、

技
術
の
情
報
共
有
、

問
題
に
対
す
る
検
討
、

そ
の
他

シ
カ
捕
獲
に
関
す
る
取
り
組
み

事
例
に
つ
い
て
紹
介
す
る
た
め

に
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、

沖

縄
を
除
く
九
州
各
森
林
管
理
署

の
職
員
、

百
三
十
名
余
り
が
出

席
し
ま
し
た
。

　
今
回
は
、

林
野
庁
経
営
企
画

課
か
ら
も
企
画
官
が
こ
の
検
討

会
に
参
加
し
、

シ
カ
問
題
は
全

国
で
問
題
と
な
っ

て
い
て
、

対

策
に
苦
慮
し
て
い
る
状
況
で
あ

る
と
言
及
し
ま
し
た
。

を
確
認
、

主
幹
部
数
カ
所
よ
り

材
片
を
採
取
し
、

マ
ツ
ノ
ザ
イ

セ
ン
チ
ュ

ウ
の
有
無
を
顕
微
鏡

若
し
く
は
D
N
A
分
析
に
よ
っ

て
明
ら
か
に
し
ま
す
。

　
今
回
の
調
査
で
は
、

南
東
部

中
心
に
島
内
数
箇
所
で
枯
死
木

が
確
認
さ
れ
、

マ
ツ
ノ
ザ
イ
セ

ン
チ
ュ

ウ
を
検
出
中
で
す
。

結

果
を
基
に
今
後
の
対
策
を
講
じ

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

特
定
鳥
獣
（

ヤ
ク
シ
カ
）

保
護

管
理
計
画
意
見
募
集
中

 
屋
久
島
で
は
シ
カ
食
害
に
よ

る
森
林
生
態
系
や
農
林
業
被
害

が
深
刻
化
し
て
い
る
た
め
、

保

護

管

理

計

画
（

案
）

を

策

定

し
、

県
自
然
保
護
課
に
て
県
民

の
意
見
を
募
集
中
で
す
。

屋久島生態系モニタリング

屋久島南部の植生垂直分布調査
（平成２０年度調査）

わ

れ

ま

し

た

。
調

査

は

、
県

道

、
町
道

、
林
道
等
か
ら
双
眼

鏡
を
も
ち
い
て
マ
ツ
枯
れ
被
害

木
を
探
索
し

、
発
見
次
第

、
そ

の
場
所
に
赴
き

、
被
害
木
に
目

印
を
行
い
ナ
ン
バ
ー

を
記
入
し

分
布
位
置

（
G
P
S
測
量

）
等

　
ヤ
ク
タ
ネ
ゴ
ヨ
ウ
保
全
対
策

連
絡
協
議
会
で
は
、

屋
久
島
・

種
子
島
に
お
け
る
絶
滅
危
惧
種

ヤ
ク
タ
ネ
ゴ
ヨ
ウ
に
対
し
て
の

マ
ツ
材
線
虫
病
の
発
生
を
抑
止

し
、

健
全
な
森
林
生
態
系
を
後

世
に
残
す
た
め
、

林
野
庁
、

環

境
省
、

鹿
児
島
県
、

屋
久
島
町

（

西
之
表
市
、

中
種
子
町
、

南

種
子
町
）
、

森
林
総
合
研
究
所

が
活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
一
月
二
三
～

二
五
日
に
ヤ
ク

タ

ネ

ゴ

ヨ

ウ

調

査

隊
（

手

塚

氏
）
、

森
林
総
合
研
究
所
（

金

谷
氏
）
、

樹
木
医

(

荒
田
氏

)

に
よ
り
島
内
の
被
害
調
査
が
行

屋
久
島
マ
ツ
枯
れ
調
査

COP２ で の 平 之 山 局 長 挨 拶

国有林内で枯れが確認されたヤク
タネゴヨウ。検出結果で対応を検討
するも崖の上で処理が困難な状況



九 州 森 林 管 理 局

平成２４年度「国有林モニター」の募集について

林野庁・九州森林管理局では、より多くの国民の皆様に身近な存在として国有林を感じていただけ
るよう、国有林の役割や現状といった情報をお知らせするとともに、国有林をより「国民の森林」と
して管理経営していくため、森林・林業や国有林に興味を持たれる一般の方々から御意見をいただく
「国有林モニター」制度を実施しています。
この度、平成２４年度「国有林モニタ－」を下記の通り募集いたしますので、多くの皆様からのご

応募をお待ちしています。
記

【募集人数】 ６０名程度

【依頼期間】 平成２４年４月～平成２５年３月（１年間）

【依頼内容】
・ 森林・林業、国有林に関するアンケートへの回答
・ 森林・林業、国有林に関する御意見や御提言などの報告、弊局広報紙への投稿
・ 国有林モニター会議への出席（年１～２回程度、希望者のみ）
※ 提出いただいた回答、ご意見などについては、全体を整理した上で、後日九州森林管理局ホー
ムページにおいて、主要な意見などを匿名にて公表することがあります。

【応募資格】
九州・沖縄８県にお住まいの２０歳以上（平成２４年４月１日現在）の方で、森林・林業および

国有林に関心を有する方。
（ただし、国会及び地方議会の議員、地方公共団体の長及び国家公務員は除きます。）

【応募方法】
官製ハガキ又は封書に必要事項を記入の上、以下の宛先まで御応募ください。また、メール及び

ファックスでも受け付けております。御不明な点につきましては、御遠慮なくお問い合わせ下さい。
〒８６０－００８１
熊本市京町本丁２番７号
九州森林管理局 企画調整室 国有林モニター担当
ＴＥＬ：０９６－３２８－３５１２ ＦＡＸ：０９６－３２８－３６４３
E-mail： ky_kikaku@rinya.maff.go.jp

【必須事項】
・ 氏名（ふりがな）、性別、生年月日、年齢、職業、住所、郵便番号、電話番号、

メールアドレス（ございましたら）
・ 国有林モニターを知ったきっかけ（具体的に記入）
・ 国有林モニターに応募された理由（１００字程度）
※ ご応募いただいた個人情報は、個人情報の保護に関する法律に従い、適正に取り扱います。な
お、一度送付いただいた申込書はお返ししませんので、あらかじめご了承願います。

【募集期限】
平成２４年２月２９日（水）（当日消印有効）

【発 表】
・ 選考結果は、平成２４年３月下旬頃、依頼状の発送をもってお知らせいたします。
・ 応募状況によっては抽選による選考をさせていただきます。選考結果に対する個別のお問い合
わせにはお答えできませんので、あらかじめ御了承下さい。

【そ の 他】
・ 国有林モニターになっていただいた方には、弊局の広報誌などを定期的にお送りします。また、
モニターの活動に対して記念品をお贈りします。

・ 国有林モニターとして個人的に提出いただいた御要望等に関しては、個別にお答えすることは
できませんので御了承下さい。

・ 国有林モニターはより多くの国民の皆様に身近な存在として国有林を感じていただけるよう、
国有林の役割や現状といった情報を提供し、併せて御意見等をいただくものですので、既に国有
林についてご存じの方（例：国有林ＯＢ、業界関係者、森林林業担当の自治体職員、国有林に陳
情等の活動を行われた方等）におかれましては、お断りさせていただく場合があります。

問い合わせ先
九州森林管理局 企画調整室
国有林モニター担当：猪島、氏橋、生島
TEL：096-328-3512
FAX：096-328-3643

『洋上アルプスＮｏ．203号裏面』屋久島森林環境保全センター


